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日本形成外科学会会誌オンライン投稿・査読システムへの完全移行／
投稿規定改定について

日本形成外科学会機関誌編集委員会
委員長　細川　　亙

日本形成外科学会会誌（日形会誌）は，2011 年 4 月 20 日をもってオンラインによる投稿・査読
システムに完全移行いたします。
これに伴い，投稿規定が改定されますのでお知らせいたします。

記

1．オンライン投稿・査読システムの利用について
オンライン投稿・査読システムは 2011 年 4 月 20 日以降，日本形成外科学会ホームページ

（http://www.jsprs.or.jp/member/journal/）から利用できます。移行日以降は，郵送による投稿
は受け付けいたしませんのでご注意下さい。
システムの利用には，下記のログイン IDとパスワードの入力が必要です。

日本形成外科学会ホーム ＞ 会員の方へ ＞ 日形会誌 ＞ 投稿・査読

ログイン ID 会員番号　（数字のみ。ハイフンなし）

生年月日
（8桁の数字。西暦，1桁の数は

ログインパスワード（初期設定※）
前に 0を付ける。例； 20110320）

※ログインパスワードはログイン後に任意のものに変更できます。

2．移行前の投稿について
①現在，投稿・査読中の論文，②移行前日までに編集事務局着分の新規投稿論文については，

従来どおり郵送による投稿・査読を行います。

3．問い合わせ先
日本形成外科学会会誌編集事務局
〒 169-0072 東京都新宿区大久保 2－4－12 新宿ラムダックスビル 10 階（株）春恒社内
TEL： 03－5291－6231 ／ FAX： 03－5291－2177 ／ E-mail ： jsprs-edit01@shunkosha.com

以上

会　告



１．投稿の資格，条件，方法
（1）投稿の資格

本誌への投稿者は原則として本学会正会員に限る。また，
共同執筆者は 4名以内とする。ただし，編集委員会が認め
た場合はこの限りではない。

（2）投稿の条件
１）著者および共著者全員が論文内容について異議のない
ことに同意していること。
２）論文は他誌に未発表のものであり，かつ他の著作権を
侵害しないものに限る。ただし例外として，他誌に発表
されたものについて，異なる言語で書かれた論文など一
定の要件を満たし，編集委員会が認めたものに関しては
二次出版を認める。なお，本規定は Internat ional
Committee of Medical Journal Editors によるUniform
Requirements for Manuscripts Submitted to
Biomedical Journals（http://www.icmje.org/）に準拠
したものである。
［著作権について―本誌 8： 190 ～ 195，1988．「お知ら
せ」参照］
［二次出版要件について―本誌 25（3），2005．会告「二
次出版に関する投稿規定」（編集委員会からのお知らせ）
参照］

（3）投稿の方法
１）投稿論文は，日本語論文，英語論文のいずれも可とす
る。
２）2011 年 4 月 20 日より，すべての投稿，審査はインタ
ーネットによるオンラインに移行する。投稿を希望する
者は日本形成外科学会ホームページから投稿受付画面に
進み投稿する。ただし，オンラインでの投稿が不可能な
者に限り編集事務局で代理投稿を受け付ける。代理投稿
を希望する者は，「投稿申し込み用紙」，原稿を保存した
電子媒体（CD-R または USB），出力済み原稿（タイト
ルページ，本文，文献，図，表）1 部を二重封筒で書留
または宅配便にて編集事務局へ送付すること。なお，著
者は 1投稿ごとに代理投稿手数料を負担する。

２．倫理規定
（1）論文は本学会倫理綱領に背くものであってはならない。
［倫理綱領―本誌 8： 1219，1988．参照］
（2）ヒトを対象とした研究の原著論文では，原則として所属
機関の倫理委員会あるいはこれに準じるものの承認を得た
研究であることを「結語」のあとに明記すること。

３．利益相反
利益相反の有無について，投稿区分を問わず論文の「結語」

のあとに一文を明記すること。
記載例（ない場合）：本論文について他者との利益相反は

ない。
記載例（ある場合）：利益相反；本論文の研究について使

用した機材○○は株式会社□□から提供を受けたものであ
る。
４．患者プライバシーの保護

個人が識別される症例の提示は，著者が患者のプライバシ
ー保護の観点から十分な注意を払い，且つ責任を負うものと
する。
［患者プライバシー保護について―本誌 25（3），2005．会告
「患者プライバシー保護に関する指針」参照］
５．論文の受付，査読，採否
（1）論文の受付

投稿が完了した時点でメールで通知する。ただし，原稿

の書き方などに不備があるものについては，受付メール通
知後であっても査読を経ずに再投稿を依頼する場合があ
る。受理した原稿データは原則として返却しない。

（2）査読
編集委員会で指定した査読者（原則 2名）により行う。

（3）採否
査読結果に基づき，編集委員会により採否を決定する。

なお，採択された論文の著者校正は原則初校の 1回のみと
し，校正の際の加筆・修正は認めない。

６．論文の種類
原稿の内容は形成外科学ならびにこれに関連のある領域と

する。
（1）投稿区分

以下の投稿区分に分類し，タイトルの前に明記すること。
英語論文も以下の投稿区分に準ずる。
１）総説：ある研究課題についての歴史的展望と現在の動
向を紹介する論文。
２）原著：独創性に富み，目的と結論が明確な新知見のあ
る研究論文。
３）短報：独創的な研究，アイデア，仮説などを内容とす
る比較的短い論文。
４）症例報告：形成外科的に興味ある症例についての報告。
５）特別講演：日本形成外科学会学術集会，日本形成外科
学会基礎学術集会で発表された特別講演の内容。
６）投書※：本誌掲載論文に対する意見および回答ならび
に形成外科領域に関連する通信文など。
※６）投書は通常の査読は行わないため，投稿は郵送で受
け付ける。

７．原稿の構成
（1）原稿用紙

下記のファイル形式で保存し，それぞれ 1ファイルにま
とめること。
●本文ファイル： doc，docx
●図表ファイル：doc，docx，xls，xlsx，ppt，pptx，

jpeg
用紙は A4 判縦を用い上下左右 5cm の余白を取り，20

字× 20 行の横書きとする。左余白に行番号（ページごと
に振り直す），右余白（上下，あるいは下中央）にページ
番号を挿入する。日本語は全角，英数字・単位は半角を用
いる。

（2）原稿の書き方
１）日本語論文では，横書き，常用漢字，ひらがな，現代
かなづかいを用い，「である調」の文体とする。
２）総説，原著は原則として，①タイトルページ（日本
語・英語併記），②和文要旨・キーワード，③英文アブ
ストラクト・英文キーワード，④序文，⑤方法，⑥結果，
⑦考察，⑧結語，⑨利益相反，⑩謝辞，⑪文献の順に記
載する。
①タイトルページには，投稿区分，論文タイトル，全著
者名ならびに所属機関を記載する。また，ランニング
タイトル（日本語 25 字以内，英語 50 字以内）と別冊
希望部数，筆頭著者以外に連絡著者（corresponding
author）を指定する場合はその旨を明記する。
②和文要旨は 400 字までとする。英文アブストラクトは
150 ～ 200 語程度にまとめ，英語を母国語とする者の
校閲を受けること。キーワードは 5つ以内とし，日本
語と英語で対応させること。

３）短報，特別講演は，総説・原著の形に準ずるか，もし
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くは学会発表時の本抄録の形式とする。
４）症例報告は，総説・原著の形に準ずるが，和文要旨は
不要とし英文アブストラクトは 100 語以内とする。また，
方法，結果に替えて，あるいはそれに加えて症例の項目
を入れる。
５）数字はアラビア数字を用い，度量衡の単位はm，cm，
mm，μm，kg，g，mg，μg，day，h，min，l，dl，
ml などとする。
６）図（グラフ），写真の最低解像度は 1 つあたり 300dpi
とし，図表ファイルの容量は 10MB までを目安に作成
する。図表は本文中の挿入順にそれぞれ番号を付ける。
図（グラフ，写真）は図の下部に図番号，タイトル，説
明文を記載し，表は表の上部に表番号とタイトルを記載
する。
７）日本語論文では外国人名，地名，薬品名および和訳し
にくい用語以外はカタカナを用いる。固有の医薬品や機
器を記載する場合は，初出のみ“一般名（商品名：製造
業者名←正式名称）”と記載し，以降は一般名を用いる。
なお，タイトル，要旨，キーワードには商品名は使用し
ない。また，略語は初出のみ“フルスペル（以下○○と
略す）”のように記載する。用語は形成外科用語集に従
う。年号は西暦にする。
８）英語論文はダブルスペースで作成する。アブストラク
トは不要とし，その他の書き方は日本語論文に準ずる。
必ず英語を母国語とする者の校閲を受けること。
９）文献の順序は本文中の引用順とし，引用箇所に肩番号
を付け照合する。著者が 4 名以下のときは全員，5 名以
上のときははじめの 3名までを書き，あとは「ほか」ま
たは「et al．」を付け加える。欧文文献の著者名は姓，
名．（頭文字）の順とする。なお，本文中に著者の名を
出して文献を引用する際には，1 名：秦 1），2 名：野
�・平林 2），Nozaki & Hirabayashi 3），3 名以上：秦ら 4）

とする。雑誌略名は引用した雑誌に記載されている略名
を使用すること。不明な場合は，日本語論文は医学中央
誌，欧文誌では Index Medicus に従うこと。

【雑誌】
著者名：題名. 誌名, 巻：ページ（始頁～終頁）, 発行年（西
暦）.
（例 1）川那部岳志, 脇田進一, 波利井清紀, ほか：口唇血管

腫・血管奇形の治療経験―硬化療法を中心として―.
日形会誌, 16： 852 ～ 862, 1996.

（例 2）Chin, M. & Toth, B.A.： Le Fort Ⅲ advancement
with gradual distraction using internal devices.
Plast. Reconstr. Surg., 100： 819 ～ 830, 1996.

【単行本】
著者名：書名（―版）. ページ（始頁～終頁）, 発行所, 発行地
（都市名）, 発行年（西暦）.

（例）鬼塚卓弥：形成外科手術書（3 版）. 65, 南江堂, 東京,
1996.

【分担執筆】
著者名：題名. 書名（―版）, 編者名（―編）, 巻：ページ（始
頁～終頁）, 発行所, 発行地（都市名）, 発行年（西暦）.
（例）Brent, B.： Repair and grafting of cartilage and peri-

chondrium. Plastic Surgery（1st Ed.）edited by
McCarthy, G.G., 1： 559 ～ 582, W.B. Saunders Co.,
Philadelphia, 1990.

【翻訳書】
原著者名（翻訳者名）：翻訳書名（―版）. ページ（始頁～終
頁）, 発行所, 発行地（都市名）, 発行年（西暦）.
（例）Drake, R.L., Mitchell, A.W.M. & Vogl, W.（塩田浩平,

瀬口春道, 大谷　浩, 杉本哲夫訳）：グレイ解剖学（1
版）. 479, エルゼビアジャパン, 東京, 2007.

【電子文献】
著者名：書名. URL, 閲覧日（西暦）.
（例）World Medical Association（日本医師会訳）：ヘルシ

ンキ宣言. http://www.med.or.jp/wma/helsinki08_j.
html, 2010 年 10 月 20 日.

８．掲載費
（1）無料ページ：刷り上がり 5ページまでは無料とする。原
稿（20 字× 20 行）では 4 枚弱，図表では 8枚がそれぞれ
刷り上がり 1ページ程度に相当する。

（2）超過ページ： 6 ページ目以降 1 ページにつき 20,000 円
（超過ページ数× 20,000 円）。
（3）特急掲載料： 1 ページにつき 20,000 円。ただし，ペー
ジ数が 6ページを超えるものは超過ページ代と重複しない
（総ページ数× 20,000 円）。

（4）非正会員共著者掲載費：該当共著者 1名につき 10,000 円。
（5）別冊製本代：実費著者負担とする。
（6）カラー印刷代：実費著者負担とする。
（7）代理投稿手数料： 1 投稿につき 3,000 円（訂正稿の投稿
も含む）。

（8）支部学術集会抄録：（質疑応答は希望の場合のみ）１ペ
ージにつき 10,000 円。ただし，支部学術集会抄録の原稿
はメール添付または郵送（原稿データを保存した CD-R 等
を同封のこと）で受け付ける。

９．著作権
本誌に掲載された論文の著作権は社団法人日本形成外科学

会に帰属する。無断での転載，二重投稿は認めない。
10．投稿規定の変更
以上の投稿規定は，理事会の議を経て変更することがある。

（昭和 62 年 9 月，平成 3年 10 月，同 6年 4月，同 8年 4月，
同 9 年 10 月，同 10 年 7 月，同 11 年 10 月，同 12 年 8 月，
同 13 年 7 月，同 16 年 2 月，同 19 年 8 月，平成 23 年 2 月本
規定の一部を変更した。）
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